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万3干円
(前年度比14億765万7千円減)

総

会計予
額 388億i7,

年度

計

65億5,472万8千円

22億6,489万2干円

9億585万8千円

27億5,480万 6千円

8億404万 3千円

3億3,540万9千円

7億4,980万 8千円

依存財源(他に頼つた収入)… … 199億5,785万 5千円(81.1%)
自主財源 (本市独自の収入)。 …… 46億4,406万6千円(18.9%)

1億9,161万2千円

24億4,966万5千円

24億5,049万2千円

6億5,829万3千円

13億 5,941万8千円

8億9,548万6千円

21億6,007万3千円

22億3,786万3千円

その他 日 3億832万 9千円

102億3,237万 フ千円

118億9,069万 円

【歳出】
議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費(借金返済)

鷲鷲予躾詈暮蝙邸駆予司
=fEE"鴛

:写丁
円
電f堀

そ の 他(施設の維持管理などの経費):・・…・87億7,056万6千円 (35,7%)

246億 192万 1干円
(前年度比フ億5,985万5千円減)

【歳入】

画 地方交付税

国・県補助等

市債

その他

市税

・手数料等

繰入金

その他

議会だよりかまし(44号) 2



国 民健康保 険特別会計

67億9"082万5干円
(前年度比3億4,528万 9千円減)

後期高齢者医療樹u会計
6億2,338万3干円
(前年度比 814万2千円増)

■ド言慶保険特別会計

54億79100万円
(前年度比 4,472万 9千円増)

住宅新築資金等貸付欄u会計 構
4"561万6干円
(前年度比 98万円減)

JIヨ重事業会計
13億 49071万 8干 円
収益的収入7億7,683万 1千円

資本的支出5億6,388万 7千円

(前年度比3億5,440万 4千円減)

観光拠点施設実施設計
1,869万円

新庁舎建設事業 (設計費など)

1億659万4千円

高校等通学補助金
1,404万9千円

3  議会だよりかまし(44号 )



第
２
次
総
合
計
画

基
本
構
想
と
は

第
１
次
総
合
計
画
の
策

定
か
ら
‐０
年
が
経
過
し
、

そ
の
計
画
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
計
画
の
成
果
を
検
証
し
、

市
民
意
識
調
査
、
社
会
情

勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て

計
画
を
見
直
し
、
第
２
次

総
合
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。
特
に
、
本
市
に

お
い
て
も
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
よ
る
様
々
な

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
本
市

を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々

厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
は
、
今
後

１０
年
間
の
行
政
運
営
の
総

合
的
な
指
針
と
し
て
、
市

民
に
ま
ち
づ
く
り
の
長
期

的
な
展
望
を
示
し
、
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
麻
市
の
ま
ち
づ
く
り

が
目
指
す
も
の

１
市
の
将
来
像

本
市
に
は
、
古
く
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
か

な
自
然
や
、
伝
統
、
文
化

な
ど
多
く
の
誇
る
べ
き
資

産
が
眠

っ
て
い
る
。
そ
の

宝
を
今

一
度
掘
り
起
こ
し
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
次

世
代

へ
引
き
継
ぐ
と
同
時

に
、
そ
の
宝
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
県

内
外
か
ら

「行
き
た
い
、

住
み
た
い
」
と
思
わ
れ
、

市
民
が
地
域

へ
の
誇
り
と

愛
着
を
持
ち

「住
み
続
け

た
い
」
と
感
じ
、
さ
ら
に

は
、
全
国
の
人
た
ち
が
嘉

麻
市
と

「
つ
な
が
り
た

い
」
と
思
う
よ
う
な
嘉
麻

市
の
実
現
を
目
指
す
。

２
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

将
来
像
実
現
の
た
め
、

次
の
４
つ
の
視
点
を
踏
ま

え
施
策
を
推
進
す
る
。

①
将
来
を
見
据
え
た
段
階

的
な
ま
ち
づ
く
り

②
地
域
の
資
源
を
活
か
し

地
域
の
魅
力
を
高
め
る

③
目
的
に
応
じ
た
柔
軟
な

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

④
健
全
な
行
財
政
運
営

目
標
人
□

人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン

・
総
合

戦
略
で

『
２
０
６
０
年
に

人
口
２
２
０
０
０
人
を
維

持

。
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
す
』
と
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
計
画
で
は
２
０
２
６

年
の
目
標
人
口
を
３
４
５

０
０
人
と
し
た
。

土
地
利
用
の
方
針

１
新
し
い
都
市
構
造
の
形

成
新
庁
舎
の
建
設
及
び
交

通
体
系
の
再
編
に
合
わ
せ

て
、
計
画
的
に

「整
備
」

「改
善
」
「保
存
」
す
る
ゾ

ー
ン
を
設
定
し
、
わ
か
り

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

①
拠
点
の
整
備

②
拠
点
を
結
ぶ
骨
格
軸
の

充
実

③
各
ゾ
ー
ン
の
機
能
の
維

持

・
向
上

２
土
地
利
用
の
方
針

①
拠
点

◎
行
政
機
能
拠
点

（新
庁

舎
周
辺
、
稲
築
地
区
）

◎
教
育
文
化

。
商
業
振
興

拠
点

（碓
井
庁
舎
周
辺
、

碓
井
地
区
）

◎
観
光

・
定
住
促
進
拠
点

（嘉
穂
庁
舎
周
辺
、
嘉

穂
地
区
）

◎
子
育
て

。
定
住
促
進
拠

点

（山
田
庁
舎
周
辺
、

山
田
地
区
）

②
骨
格
軸

。
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
◎
広
域
交
流
軸

◎
広
域
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
③
ゾ
ー
ン

◎
田
園

・
居
住
ゾ
ー
ン

◎
山
林
ゾ
ー
ン

◎
自
然
公
園
ゾ
ー
ン

施
策

の
体
系

○
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

１
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

若
い
世
代
の
定
住
化
や

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
暮
ら
し
の
基
盤
で
あ

る

『産
業
振
興
と
雇
用
の

確
保
』
に
向
け
た
施
策
に

取
り
組
む
。

２
誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

若
い
世
代
の
移
住

・
定

住
の
促
進
に
向
け
、
妊
娠

か
ら
就
学
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
、
段
階
や
個
人

の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な

子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
。

３
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

て
る
教
育

・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り

市
民

一
人
ひ
と
り
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
成
果
を
地
域
等
に
活

か
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。

４
自
然
と
共
生
す
る
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と
の
ど
か

な
田
園
環
境
の
中
で
、
地

域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
買

物

・
通
勤
等
の
利
便
性
が

確
保
さ
れ
た

「住
ん
で
み

た
い
」
「住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
住
環
境

の
形
成
に
取
り
組
む
。

５
市
民
と
行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
行
政
、
男
女
が

互
い
に
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
て
築
く

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
づ

く
り
に
向
け
た
啓
発
を
推

進
す
る
。

将 来 像

いきたい 住みたい つながりたい

遠賀川源流のまち 嘉麻

～みんなで創る"誇れるふるさと"

"未来のふるさと"～

議会だより かまし(44号 )



市
の
将
来
像

◎
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
豊
か
な
自
然
や
、

伝
統
、
文
化
な
ど
多
く
の

誇
る
べ
き
資
産
が
眠

っ
て

い
る
。
そ
の
宝
を
今

一
度

掘
り
起
こ
し
、
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
、
次
世
代

へ
引

き
継
ぐ
と
同
時
に
、
そ
の

宝
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
こ
そ
が
地
域
の
再
興
に

つ
な
が
る
。
嘉
麻
市
の
目

指
す
も
の
は
こ
こ
で
あ
る
。

大
い
に
期
待
す
る
。

◎
こ
の
計
画
は
行
政
運
営

の
基
本
で
あ
り
、
様
々
な

施
策
が
あ
る
、
嘉
麻
市
と

し
て
の
重
要
課
題
は
必
ず

実
行
す
べ
き
。

ま
ち
づ
く
り
の
視
点

◎
目
的
に
応
じ
た
柔
軟
な

連
携
と
、
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
に
よ
る
広
域
的
ア
ク

セ
ス
の
向
上
に
期
待
す
る
。

◎
人
口
減
少
は
、
嘉
麻
市

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

日
本
全
体
の
問
題
な
の
で
、

も

っ
と
大
き
な
視
点
で
ビ

ジ

ョ
ン
を
持
た
な
い
と
１０

年
先
、

２。
年
先
の
構
想
は

で
き
な
い
。

◎
自
治
体
の
責
任
は
、
住

民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ

と
が
大
前
提
で
あ
る
。
費

用
対
効
果
に
重
点
を
置
く

「行
政
を
経
営
す
る
」
と

い
う
表
現
に
は
異
論
が
あ

る
。

土
地
利
用
の
方
針

◎
山
林
ゾ
ー
ン

・
自
然
ゾ

ー
ン
の
位
置
づ
け
は
現
状

を
再
確
認
し
、
機
能
の
維

持

。
向
上
を
す
べ
き
。

◎
観
光

・
定
住
促
進
拠
点

（嘉
穂
庁
舎
周
辺
、
嘉
穂

地
区
）
に
町
並
み
整
備
を

入
れ
る
べ
き
。

施
策

の
体
系

◎
創
業
支
援

・
企
業
誘
致

の
推
進
施
策
と
し
て
、
県

営
住
宅
の
跡
地
も
企
業
誘

致
の
場
所
と
し
て
検
討
す

べ
き
。

◎
市
民
と
行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

現
在
も
実
施
し
て
い
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、

提
出
さ
れ
る
意
見
が
少
な

い
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン

グ
や
市
民
説
明
会
を
実
施

し
、
よ
り
多
く
の
市
民
参

加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
べ
き
。

◎
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
は
、

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
な

っ
て

い
な
い
。
今
後
は
市
民
に

新
庁
舎
建
設
の
意
義
を
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
施
策
を
進
め
る
べ

き
。

3月補正予算
二

般‐1会 計 |.|‐

総額

国民健康保険特別会計

総額

‐■11,027万0千甲増額
263億 1,117万6f円

504万円増額

74億4,369万 6T円

一般会計補正の主なもの

(歳入)

年金生活者等支援臨時福祉給付事業補助金

2億 914万 3千円増

地方消費税交付金     6,996万 3千円増

道路橋りょう費補助金   7,873万 8千円減

(歳出 )

臨時福祉給付事業補助金 2億 914万 3千円増

財政調整基金費    2億 2,122万 6千円増

ふるさと納税事業     1,521万 1千円増

観光振興力]速化事業    1億 1,241万円増

55億5,510万 2千円

4,436万 4T円

7億5,094万 9千円

9億 1,866万 5千円

収益的収入

資本的支出

補正なし

後期高齢者医療特別会計

総額 5億9,954万 4T円

6会計総額    417億 8,228万 5千円

5  議会だより わ`まし(44号 )



定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

(各委員会で付託された議案の審議結果は 11ページ)

締務財政委員会診
廣方副委員長

地域整備協議会条例を制定

嘉
麻
市
地
域
整
備
協
議

会
条
例

本
案
は
、
市
内
各
地
域

の
均
衡
あ
る
活
性
化
を
目

指
し
、
地
域
特
性
を
い
か

し
た
地
域
整
備
の
あ
り
方

等
を
協
議
す
る
こ
と
に
伴

い
、
嘉
麻
市
地
域
整
備
協

議
会
を
設
置
す
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
こ
の
協

議
会
は
、
合
併
前
の
各
庁

舎
周
辺
が
相
互
に
活
性
化

さ
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
各
地
域
の
庁
舎
周
辺

を
中
心
的
な
議
論
箇
所
と

設
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
整
備
、
支
所
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的

に
協
議
す
る
予
定
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
地
域
整
備

協
議
会
の
審
査
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
と

の
質
問
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
示
し
て
き
た
地
域
整
備

基
本
計
画
の
骨
子
案
、
審

議
会
の
答
申
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
か
ら
の
様
々

な
ご
意
見

。
ご
提
案
を
基

礎
資
料
と
し
て
提
示
す
る

と
と
も
に
、

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
専
門
的
な
知
見
を

活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
ど
の
よ
う
に
地

域
住
民
の
意
見
を
吸
い
上

げ
て
い
く
の
か
と
い
う
質

問
に
対
し
、
従
来
か
ら
実

施
し
て
い
る
広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

ヘ
の
掲
載
、

ま
た
、
行
政
区
長
会
に
お

け
る
説
明
、
出
前
講
座
な

ど
様
々
な
手
法
で
実
施
し

て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
、
全
会

一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

永水委 員山倉 委 員長

中村委 員

山田庁舎
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民1生丈教書1員会

いじめ問題対策に関する

条例を制定靱
宮原委員

移

い腱

◎
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
条
例

◎
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
条
例

本
案
は
、
い
ず
れ
も
、

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

執
行
部
よ
り
、
ま
ず
、

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
は
、
い
じ
め
防
止
等

の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

学
校
で
い
じ
め
の
重
大
事

態
が
発
生
し
た
場
合
、
必

要
な
調
査
を
実
施
す
る
役

割
を
担
い
、
教
育
委
員
会

の
付
属
機
関
と
し
て
常
設

す
る
機
関
で
あ
る
。

ま
た
、
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
は
、
市
長
が
、

い
じ
め
の
重
大
事
態
の
報

告
を
受
け
、
公
平
性
及
び

中
立
性
を
確
保
す
る
た
め

に
再
度
調
査
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
、
臨

時
的
に
設
置
し
て
再
調
査

を
行
う
機
関
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
い
じ
め
の

重
大
事
態
の
判
断
基
準
や

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

の
設
置
の
流
れ
を
問
う
質

問
に
対
し
、
い
じ
め
の
重

大
事
態
の
定
義
は
、
い
じ

め
防
止
推
進
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
学
校
の
対

応
で
事
態
が
収
束
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
、

教
育
委
員
会
が
重
大
事
態

と
判
断
し
、
学
校
に
調
査

に
入
り
、
結
果
を
市
長
に

報
告
す
る
。
市
長
が
、
再

調
査
の
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
や
教
育
委
員

会
の
対
応
が
遅
い
場
合
に

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

を
設
置
し
、
調
査
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
、
い
ず
れ

も
、
全
会

一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

岩永委 員長

鬱 機
田上 副委 員長     出水 委員

瑯
森  委員

市
営
住
宅
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例

本
案
は
、
改
良
住
宅
の

入
居
承
継
基
準
の
緩
和
と

市
営
住
宅
の
老
朽
化
等
に

伴
う
用
途
廃
止
に
よ
る
住

宅
戸
数
の
減
少
及
び
利
用

さ
れ
て
い
な
い
団
地
内
遊

園
の
地
元
要
望
等
に
よ
る

用
途
廃
止
に
伴
い
、
条
例

に
所
要
の
改
正
を
行
う
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
１
点
目

の
改
正
は
、
改
良
住
宅
の

本
来
入
居
者
に
つ
い
て
は
、

入
居
し
て
１
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
に
対
し
て
も

承
継
を
許
可
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

２
点
目
の
改
正
は
、
昭

和
４‐
年
度
か
ら
昭
和
４８
年

度
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
市

営
住
宅
を
用
途
廃
止
す
る

も
の
で
あ
る
。
内
訳
は
、

山
田
百
々
谷
団
地
２
戸
、

山
田
北
西
川
団
地
１
戸
、

山
田
あ
さ
ひ
が
丘
団
地
１

戸
、
山
田
ゆ
う
ひ
が
丘
団

地
４
戸
、
稲
築
大
坪
団
地

５
戸
、
稲
築
中
ノ
坪
団
地

１
戸
、
碓
井
小
太
郎
団
地

１
戸
、
碓
井
上
自
井
東
団

地
１
戸
、
嘉
穂
早
川
団
地

１
戸
、
嘉
穂
小
田
渕
団
地

３
戸
、
嘉
穂
寺
の
前
団
地

１
戸
及
び
嘉
穂
セ
イ
ノ
キ

団
地
１
戸
で
、
合
計
２２
戸

で
あ
る
。

３
点
目
の
改
正
は
、
地

元
行
政
区
か
ら
の
要
望
で

美
舎
田
団
地
内
児
童
遊
園

の
用
途
を
廃
止
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
改
良
住
宅

の
入
居
承
継
基
準
の
緩
和

に
よ
り
、
政
策
的
に
住
宅

戸
数
を
減
ら
し
て
い
る
取

組
み
に
支
障
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
質
問
に
対

し
、
入
居
を
停
止
し
て
い

る
団
地
の
承
継
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
他
の
団

地

へ
の
住
み
替
え
を
お
願

い
す
る
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
、
全
会

一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市目住宅22戸及び

団地内児童遊園を用途廃止

産業建設委員会
北冨委員 長

坂口委員

議会だよリ カ`まし(44号 )



議
会
改
革
に
関
す
る

平
成
２８
年
９
月
定
例
会

の
最
終
日
に
議
会
の
組
織
、

運
営
等
に
関
し
て
調
査

・

研
究
を
行
う
た
め
、
議
員

全
員
に
よ
る
議
会
改
革
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、

①
議
員
定
数
に
つ
い
て

②
議
員
報
酬
に
つ
い
て

③
政
務
活
動
費
の
あ
り
方

・に
つ
い
て

④
政
治
倫
理
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他
議
会
改
革
に
関

連
す
る
事
項

以
上
５
項
目
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
議
会
運
営
を

目
指
し
、
よ
り
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う

に
調
査

。
研
究
は
今
後
も

継
続
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

第
５
回
以
降
の
経
過
等

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
５
回

（
１
月
２６
日
）
　

　

　

度
当
初
に
全
額
支
給
す
る

議

員
定
数
、
議

員
報
酬
、　
　
前
払
い
方
式
か
ら
、
年
度

政
務
活
動
費
の
意
向
ま
と

　

末
に
実
績
に
応
じ
て
交
付

め
、
政
務
活
動
費
の
使
途

　

す
る
後
払
い
方
式
に
変
更

基
準
等
及
び
政
治
倫
理
の

　

す
べ
き
。

意
見
集
約
に
つ
い
て
　
　
　
④
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準

や
金
額
は
、
市
民
が
納
得

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

議
員
定
数
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
建
て
Ｊ
考
に
つ
´
建

『現
状
維
持
』
　
　
　
　
　
⑤
政
治
倫
理
条
例
は
、
抜
け

議
員
報
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
道
の
な
い
よ
う
に
整
備
す

『現
状
維
持
』
　

　

　

　

　

べ
き
。

政
務
活
動
費
　
　
　
　
　
　
⑥
政
治
倫
理
条
例
中
、
政
治

『支
給
継
続
』
　
　
　
　
　
　
倫
理
審
査
会
の
権
限
を
補

※
支
給
金
額
に
つ
い
て
　
　
充

。
強
化
す
べ
き
。

は
継
続
審
議
　
　
　
　
⑦
現
在
の
政
治
倫
理
条
例
は
、

き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
政
務
活
動
費
の
実
績

②
政
務
活
動
費
は
、
地
方
自

治
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

従
来
ど
お
り
交
付
す
べ
き
。

③
政
務
活
動
費
の
支
給
を
年

第
６
回

（
２
月
‐７
日
）

政
務
活
動
費
、
政
治
倫
理

の
意
見
集
約
に
つ
い
て

①
使
途
基
準
に
つ
い
て
は
、

議
員
活
動
と
議
員
活
動
以

外
の
区
分
が
困
難
な
経
費

等
は
除
外

②
交
付
方
法
は
、
実
績
に
応

じ
て
、
年
度
末
に
交
付
を

受
け
る

「後
払
い
方
式
」

③
交
付
額
は
、
月
額
２
万
円

政
治
倫
理

滞
又
は
審
査
会
の
調
査
に

協
力
し
な
か

っ
た
場
合
は
、

広
報
誌
等
で
公
表
す
る

②
審
査
会
に
資
産
報
告
書

の

提
出
遅
滞
者
に
対
し
、
事

情
聴
取
等
が
で
き
る
権
限

を
付
与
す
る

政
務
活
動
費

①
調
査
研
修
費
と
し
て
旅

費

の
支
出
を
伴
う
際
は
、

詳
細
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
運
営

経
費
は
、
掲
載
内
容
が
選

挙
活
動
で
あ
る
か
否
か
の

確
認
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。

政
治
倫
理

①
第

６
条

に
関
す
る
協
議

は
継
続
す
べ
き
。

②
資
産
報
告
書

の
提
出
遅

滞
等
は

「議
会
だ
よ
り
」

で
公
表
す
べ
き
。

第
７
回

（
３
月
‐。
日
）

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例

の
改
正
案
、
政

治
倫
理
条
例
の
改
正
案
に

つ
い
て

政
務
活
動
費

①
今
後
、
問
題
が
発
生
し
、

議
会
運
営
委
員
会
で
協
議

を
行

っ
た
後
、
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
全
議
員
に

周
知
す
べ
き
。

②
今
後

の
検
討
課
題
と
し

て

「政
治
活
動
の
た
め
に

使
用
す
る
経
費
」
を
政
務

活
動
費
か
ら
支
出
で
き
な

い
経
費
と
し
て
明
記
す
べ

き

。

③
政
治
倫
理
審
査
会

か
ら

「政
務
活
動
費
に
つ
い
て

は
、
廃
止
の
方
向
で
検
討

し

て

い
た
だ

き

た

い
」

と
の
意
見
が
出
て
い
る
。

本
市

は
適
切

に
使
用
し

て

い
る
。
な
ぜ
、
こ

の

よ
う
な
内
容

に
な

っ
た

の
か
経
過
説
明
を
求
め

る

。

政
治
倫
理

①
虚
偽
報
告
等
の
公
表
に
つ

い
て
は
、
審
査
会
の
調
査

結
果
も
含
め
、
議
会
だ
よ

り
で
公
表
す
べ
き
。

②
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
調

査
す
べ
き
。

そ
の
他
議
会
改
革

①
本
会
議

。
委
員
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
協
議

を
す
べ
き
。

②
各
委
員
会
に
お
け
る
、
閉

会
中
の
継
続
調
査
案
件
の

報
告
を
実
施
す
べ
き
。

③
所
管
委
員
会
の
施
設
等
の

把
握
の
た
め
の
現
地
調
査

を
実
施
す
べ
き
。

調
査
一特
別
・輩
赳
禽①

資
産
報
告
書
の
提
出
の
遅
　
一困
目
扁
目
日
四

議会だより かまし(44号 )



議
会
改
革
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
は
、
３
月

定
例
会
最
終
日
に

「嘉
麻

市
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
全
部

を

改

正

す

る
条

例
」
と

「嘉
麻
市
政
治
倫
理
条
例

の

一
部

を
改
正

す

る
条

例
」
を
提
案
し
、
出
席
者

全
員
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

嘉
麻
市
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
の

主
な
改
正
点

月
額
を
減
額

前
払
い
か
ら

後
払
い
に

改
正
前

。
政
務
活
動
費

月
額
２
２
０
０
０
円

。
毎
年
４
月
中
に
そ
の
年

度
分
を

一
括
交
付
す
る

（前
払
い
）

改
正
後

。
政
務
活
動
費

月
額
２
０
０
０
０
円

。
政
務
活
動
費
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
議
員

は
、
４
月

（年
度
当
初
）

に
交
付
申
請
し
、
翌
年

３
月
末
日
ま
で
に
実
績

報
告
書
を
提
出
し
、
実

績
に
応
じ
た
額
の
交
付

を
受
け
る

（後
払
い
）

審
査
会
の
権
限
強
化

資
産
報
告
書

未
提
出
者
の
公
表

議会改革に関する調査特別委員会提出議案

嘉麻市議会政務活動費の交付に関する条例の全部を改正する条例

嘉麻市政治倫理条例の一部を改正する条例

改
正
前

。
政
治
倫
理
審
査
会
は
、

資
産
報
告
書
に
疑
義
が

あ
る
と
き
は
、
調
査
を

行
う
。

改
正
後

。
政
治
倫
理
審
査
会
は
、

資
産
報
告
書
に
提
出
の

遅
滞
又
は
疑
義
が
あ
る

と
き
は
、
調
査
を
行
う
。

・
政
治
倫
理
審
査
会
か
ら

の
意
見
書
に
資
産
報
告

書
の
提
出
の
遅
滞
、
虚

偽
の
報
告
又
は
調
査
に

協
力
し
な
か

っ
た
等
の

指
摘
が
あ

っ
た
と
き
は
、

広
報
誌
等
で
公
表
す
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

は
、
平
成
２８
年
９
月
定
例

会
で
議
会
の
組
織
、
運
営

等
に
関
し
て
調
査

・
研
究

を
行
う
た
め
、
議
員
全
員

に
よ
り
設
置
さ
れ
、
以
降

７
回
に
わ
た
り
協
議
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
喫
緊
の
問
題
で

あ
り
ま
し
た
、
政
務
活
動

費
と
政
治
倫
理
条
例
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

後
も
効
率
的
な
議
会
運
営

を
目
指
し
、
よ
り
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ

う
に
調
査

。
研
究
は
継
続

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

可 決

議会だより かまし(44号 )



人事案件

嘉
麻
市
及
び
ふ
く
お
か

県
央
環
境
施
設
組
合
公
平

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
次
の
方
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

乗
野
　
隆
夫

氏

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

大
里
　
茂
晴

氏

１

月

２６

日

２

月

１７

日

３

月

１０

日

詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
の

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
月
２３
日

３
月
定
例
会

の
日
程

な
ど

３
月
Ю
日

追
加
提
出
議
案
な
ど

３

月

２‐

日

定
例
会
最
終
日
の
日
程

な
ど

‐２

月

１２

日

議

会

広

報

編

集

‐２

月

２０

日

議

会

広

報

編

集

１

月

１２

日

議

会

広

報

編

集

１

月

１７

日

議

会

広

報

編

集

１

月

２３

日

議
会
広
報
編
集

森
丈
夫
議
員
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

森
丈
夫
議
員

（
７９
歳
）

が
、
平
成
２９
年
３
月
２９
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

森
議
員
は
、
昭
和
５８
年

４
月
に
旧
嘉
穂
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
て
以
来
、

旧
嘉
穂
町
に
お
い
て
は
議

会
運
営
委
員
長
等
、
合
併

後
、
嘉
麻
市
に
お
い
て
も

産
業
建
設
委
員
長
等
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

約
３４
年
間

（
９
期
目
）
、

本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

森 丈夫 議員
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議案の結果一覧 (3月定例会)

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

○…全会一致

△…賛成多数

※…討論あり

議案第3号 地域整備協議会条例の制定 ○ 可  決

〃第4号 公益法人等への職員の派遣等に関する条例の制定 ○ 可  決

〃第5号 市長及び副市長の給料の減額支給に関する条例の制定 ※△可 決

〃第8号 課等設置条例の整備 ○ 可  決

〃第9号 個人情報保護条例等の整備 ※△可 決

〃第10号 職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例の整備 ○ 可  決

〃第11号 税条例等の整備 ※△可 決

議案第6号 いじめ問題対策連絡協議会条例の制定 ※○可 決

〃第フ号 いじめ問題調査委員会条例の制定 ○ 可  決

〃第12号 ゲートボール場条例の廃止 ○ 可  決

〃第13号 介護保険条例の整備 ○ 可  決

〃第14号 峯驀燈3窪喜撃[高ぢ意曇茎理庭昔署冥扇腎皇薦
予防サービスの事業の人員、

○ 可  決

〃第15号 地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準等を定める条例の整備 ○ 可  決

議案第16号 市営住宅条例の整備 ○ 可  決

〃第19号 市道路線の認定 ○ 可  決

議案第1号 専決処分事項の承認 (平成28年度嘉麻市一般会計補正予算(第 9号)) ○ 承  認

〃第2号 専決処分事項の承認(平成28年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計補正予算(第 6号 )) ○ 承  認

〃第20号 平成28年度嘉麻市一般会計補正予算(第 10号 ) ※△可 決

〃第21号 平成28年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 7号) ○ 可  決

〃第22号 平成28年度嘉麻市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 (第 2号) ○ 可  決

〃第23号 平成28年度嘉麻市介護保険事業特別会計補正予算 (第 4号 ) ○ 可  決

〃第24号 平成28年度嘉麻市水道事業会計補正予算 (第 3号) ○ 可  決

″第25号 平成29年度嘉麻市一般会計予算 ※△可 決

〃第26号 平成29年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計予算 ※△可 決

〃第27号 平成29年度嘉麻市後期高齢者医療特別会計予算 ○ 可  決

〃第28号 平成29年度嘉麻市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 ○ 可  決

〃第29号 平成29年度嘉麻市介護保険事業特別会計予算 ○ 可  決

〃第30号 平成29年度嘉麻市水道事業会計予算 ○ 可  決

議案第31号 平成28年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 11号 )

嘉麻市議会政務活動費の交付に関する条例の全部を改正する条例

＝
冒
「

提
２

△
〓
竺
”

員
案

委
議 嘉麻市政治倫理条例の整備

＝
冒
万

提
３

〈
〓
鐘
カ

員
案

委
議 嘉麻市議会委員会条例の整備
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田中 義幸 議員
不登校生徒が復帰できたキ ッカケは何か

。・・……・・・・・・・・・13P

岩永 利勝 議員
稲築地区公民館の耐震診断結果は基準を

満たしていない、建て替えが必要では ……………13P

田上 孝樹 議員
運転免許証 自主返納者への支援を

……………………14P

出水 貴之 議員
学校プールの改革をする必要がある

……・・・…・・・・‥。14P

新 丼 高雄 議員
保育所の直営は維持 し、民営化はやめるべきである

。・・・・・・・・・‥・・・。15P

中村 春夫 議員
百 々谷産業廃棄物処分場はどうなった

…・………………・15P

中嶋 時夫 議員
真に女性参画社会をめざしていく考 えがあるのか

。・・・・・・・・・・……。16P

藤  伸― 議員
夜間中学校設置への取 り組みは

・・・・・・・・・・・・・・・・16P
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情I不登校生徒が復帰できたキッ

カケは何か

濃鷺保護者や子どもと繰り返し話

.し合つた

一買
　
い
じ
め
と
不
登
校
の

推
移
は
ど
う
な

っ
て
い
る
。

一議
豪
議
饉
醸
藩
醸
滲
轟

い
じ
め
の
件
数
は
、
平
成

２６
年
６
件
、
平
成
２７
年
１５

件
、
本
年
度
２２
件
だ
。
不

登
校
は
、
平
成
２６
年
７６
名
、

平
成
２７
年
５２
名
、
本
年
度

４８
名
だ
。

構

不
登
校
生
徒
が
復
帰

で
き
た
キ

ッ
カ
ケ
は
何
か
。

鏃
鶴
畿
璽
穣
量
輩
４８
名

中
９
名
が
復
帰
し
た
。
心

を
許
す
先
生
に
担
当
し
て

も
ら
い
、
保
護
者
や
子
ど

も
と
繰
り
返
し
話
し
合

っ

た

こ
と
だ
と
思
う
。

質

憲
法
が
保
障
す
る
教

育

の
機
会
均
等
の
権
利
が
、

奪
わ
れ
て
い
る
児
童

・
生

徒
が
い
る
。
対
策
は
待

っ

た
な
し
。
「
い
じ
め
や
不

登
校
を
報
告
す
れ
ば
相
対

評
価
が
下
が
る
。
考
課
制

度
は
教
育
委
員
会

の
顔
色

を
窺
う

『
ヒ
ラ
メ
校
長
』

を
増
や
す
だ
け
。
教
育
現

場
に
な
じ
ま
な
い
」
と
の

毎
日
新
聞
記
事
を
ど
う
思

つヽ
。

経
醸
醸
轟
轟
隧
爾

先
生

の
責
任
と
捉
え
ず
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全

。
安
心

に

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

し
た

い
。

無
恭
繋
糠
鷺
一一
不
登
校
で

卒
業
式
に
参
加

で
き
な
い

子
ど
も
が
数
名

い
た
。
取

組
の
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

鐵
爾
爾
爾

予
算
を
つ
け

な
が
ら
頑
張

っ
て
い
く
。

職
員
の
労
務
管
理

質

懲
戒
処
分
に
関
す
る

指
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

華鸞
簸
鯰
激
麟
機
藤
艤
摯
平

成
１９
年
１
月
に
策
定
し
た
。

再
度
職
員
に
周
知
し
、
新

人
研
修
時
に
も
す
る
。

質
一
酒
気
帯
び
勤
務
は
許

さ
れ
る
か
。
酒
気
帯
び
運

転
で
摘
発
さ
れ
た
局
長
補

佐
は
、
前
日
の
２
時
ま
で

深
酒
を
し
て
い
る
。
こ
の

状
態
で
勤
務
を
す
る
感
覚

が
、　
一
般
常
識
か
ら
し
て

お
か
し
い
。

醸
艤
総
議
一購
磯
艤

条
例

に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、

酒
を
飲
ん
で
勤
務
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
だ
。

質

部
下
を
指
導
す
る
幹

部
職
員
が
違
反
し
て
い
る
。

当
然

の
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
か
ら
問
題
が
起
き
た
。

一総
議
翻
簸
灘
一
不
祥
事
は

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

他
に
部
落
差
別
の
解
消
と

推
進
、
窓
口
業
務

の
民
間

委
託
と
偽
装
請
負
を
質
問
。

度
一

稲
築
地
区
公
民
館

の

耐
震
診
断
結
果
は
、
本
館

１
階
と
講
堂
が
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
耐

震
補
強
工
事
が
必
要
と
思

う
が
工
事
費
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

一臨
職
畿
騒
議
懇
畿
獲
継
本

館
９
０
０
万
円
、
講
堂
１

６
０
０
万
円
、
合
計
２
５

０
０
万
円
で
あ
る
。

質

　
安
全

の
た
め
に
は
、

補
強
工
事
も
必
要
だ
が
、

建
て
替
え
の
請
願
書
も
採

択
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新

築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

購
鰹
醸
爾
豫
艤

建
設
か

ら
４６
年
が
経
過
し
、
平
成

３２
年
度
に
は
耐
用
年
数
を

過
ぎ
る
、
嘉
麻
市
過
疎
自

立
促
進
計
画
で
公
民
館
建

て
替
え
事
業
と
し
て
計
上

さ
れ
て
お
り
、
計
画
に
沿

っ
て
進
め
た
い
。

質

公
民
館
の
規
模
は
。

一議
獲
轟
爾
爾
攣

現
在
、

策
定
中
の
嘉
麻
市
公
民
館

基
本
計
画
で
実
態

・
意
義

調
査
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
適
正
な
規
模
、
財
政

計
画
等
も
含
め
、
基
本
計

画
策
定
後
に
検
討
す
る
。

管
一

建
て
替
え
に
つ
い
て

教
育
長
の
見
解
は
。

一祓

逹

甕

量

鏑

多
く
の
市

民
が
利
用
し
て
お
り
、
耐

用
年
数
を
過
ぎ
る
建
物
で

あ
る
た
め
建
て
替
え
は
必

要
。
計
画
通
り
に
進
め
る
。

洪
水
対
策

質

　
鴨
生
洪
水
対
策
で
、

ゲ
ー
ト
拡
張

。
鴨
生
第

一

水
路
拡
張
工
事
は
今
年
度

で
完
了
す
る
が
、
銭
代
坊

方
面
か
ら
鴨
生
に
流
出
す

る
雨
水
対
策
処
理
計
画
は
。

一鸞
職
難
漆
騒
機
舞
鴨
生
の

消
防
署
前

の
用
地
に
予
定

し
て
い
る
枝
坂
調
整
池
工

事

の
導
水
路
測
量
の
設
計

を
平
成
２９
年
度
に
行

い
、

３０
年
度
以
降
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

章

飯
塚
市
赤
坂
地
区
の

調
整
池
が
未
だ
中
断
し
て

い
る
が
、
飯
塚
市
長
も
代

わ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に

協
議
す
る
の
か
。

鰹
繭
鏃
澱
舞
嘉
麻
市

・
飯

塚
市
と
も
に
必
要
な
事
業

と
認
識
し
て
い
る
。
早
期

再
開
に
向
け
協
議
す
る
。

不
法
投
棄
対
策

一軍

ご
み
不
法
投
棄
対
策

と
し
て
、
児
童
が
描

い
た

看
板
設
置
を
提
案
し
た
が
、

進
捗
状
況
は
。

懲
爾
饉
轟
繭
議
は
一
３
月
か

ら
市
内
に
看
板

の
設
置
を

始
め
た
。

鷲l稲築地区公民館の耐震診断結

果は基準を満たしてない、建

て替えが必要では

難鷲建て替えが必要、計画通りに

進める

,電t
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置l運転免許証自主返納者への支

援を

:簑1先進事例を参考にして、調

査 。研究したい

一質
　
高
齢
者

の
事
故
数
は

県
内
に
お
い
て
も
大
体
半

数
を
占
め
る
と
発
表
さ
れ

て
い
る
。
高
齢
者
の
交
通

安
全
対
策
の

一
つ
と
し
て

「高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
制
度
」
が
全
国
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
嘉

麻
市

の
自
主
返
納
者
の
現

状
は
。

一松
隈
防
災
理
豪
一議
長
一
嘉

麻
警
察
署
に
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
平
成
２８
年
中
の
自
主

返
納
者
は
６５
件
と
聞
い
て

い
る
。

資

　
嘉
麻
市
に
限

っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、
多
く
の

住
民
が
自
家
用
車
に
依
存

す
る
こ
と
が
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
自
主
返
納
が

し
や
す
い
環
境

の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
。
県
内
で

も
、
民
間
事
業
者
、
自
治

体
に
よ
る
、
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
支
援
の

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
独
自

の
支
援
を

ぜ
ひ
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

赤
間
市
長
　
総
合
的
な
生

活
支
援
策
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
移
動
手
段

の
確
保

で
市
バ
ス
の
対
策
室
を

つ

く

っ
て
協
議
中
で
あ
る
。

そ
こ
も
含
め
、
先
進
事
例

を
参
考
に
し
て
調
査

。
研

究
し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
自
然
体
験
学
習

質

今
後
の
教
育
に
お
い

て
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
人
、
物
や

実
社
会
に
実
際
に
触
れ
、

か
か
わ
り
合
う
直
接
体
験

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
自
然
体
験

学
習
の
現
状
は
。

伊
東
学
校
教
育
課
参
事
・

小
学
校
で
は
、
地
域
性
を

生
か
し
た
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
中
学
校

で
は
、

総
合
的
な
学
習

の
時
間
を

活
用
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

一貫
一
宿
泊
型
自
然
体
験
学

習

の
状
況
は
。

一学
校
教
育
課
参
事
一
小
学

校
５
年
生
に
お
い
て
１
泊

２
日
で
、
海
や
山
の
体
験

を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
１
年
生
に

お
い
て
１
泊
２
日
で
実
施

し
て
い
る
。

質

　
長
期
宿
泊
型
体
験
活

動
が
子
ど
も
達
に
と

っ
て

成
果
が
上
が
る
と
思
う
が
。

学
校
教
育
課
参
事
一
現
段

階
で
は
、
時
間
設
定
が
厳

し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

自
然
体
験

の
重
要
性
を
認

識
し
な
が
ら
今
後
、
考
え

て
い
き
た
い
。

-

学校プールの改革をする必要

がある

ハー ド面とソフト面合わせて

検討を行いたい

問

一答
一

質

プ
ー
ル
の
年
間
の
維

持
管
理
費
は
。

柴
田
学
校
教
竜
課
長
　
年

間
、
約
３
０
０
万
円
程
度
。

質
　
プ
ー
ル
施
設
の
補
修

や
改
修
工
事
費
は
。

学
校
教
育
課
長
摯
小
中
学

校
で
、
平
成
２７
年
度
が
１

９
１
万
円
、
平
成
２８
年
度

が
１
０
４
７
万
円
と
な

っ

て
い
る
。

質
　
プ
ー
ル
の
築
年
数
は
。

学
校
教
育
課
長
　
築
年
数

３。
年
を
経
過
し
て
い
る
学

校
が
６
校
あ
り
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
、
改

修
工
事
や
プ
ー
ル
建
設
費

等
が
必
要
に
な

っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

質
一　
６
校
の
プ
ー
ル
を
新

築
す
る
と
単
純
計
算
で
１３

億
円
の
費
用
が
必
要
と
な

る
。
児
童
生
徒
も
減
少
す

る
中
で
、
財
政
な
ど
も
考

慮
す
る
と
、
１
つ
の
学
校

に
１
つ
の
プ
ー
ル
を
設
置

す
る
よ
り
、
ス
イ
ミ
ン
グ

プ

ラ
ザ
な

つ
き
や
サ
ル
ビ

ア
パ
ー
ク
を
有
効
活
用
し

た
ほ
う
が
よ
い
。

コ
ス
ト

面
か
ら
見
た
学
校
プ
ー
ル

の
改
革
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

学
校
教
書

課
一長
一
他

の
市

町
村

の
取
り
組
み
状
況
や

情
報
等
を
収
集
し
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
一　
年
に
３
回
し
か
水
泳

授
業
が
な
い
牛
隈
小
学
校

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
水
泳

指
導

の
委
託
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

学
校
教
麓
課
長
・
今
後
は

学
校
の
意
見
等
も
聞
き
な

が
ら
、
ハ
ー
ド
面
と
合
わ

せ
て
水
泳
指
導
等
の
ソ
フ

ト
面
も
含
め
て
検
討
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

林
業
振
興

質
一

個
人
が
低

コ
ス
ト
で

始
め
る
こ
と
が
で
き
る
自

伐
型
林
業

の
導
入
に
つ
い

て
見
解
は
ど
う
か
。

一策
一津
農
林
整
一櫨
一課
驚
一
他

自
治
体
等
の
状
況
を
調
査

把
握
し
、
検
討
す
る
必
要

は
あ
る
と
考
え
る
。

質
一
自
伐
型
林
業
を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
実
施
す

る
自
治
体
も
あ
る
。
嘉
麻

市
で
も
活
用
し
な
い
か
。

農
林
整
備
課
長
一
活
用
を

行

っ
て
い
る
自
治
体
の
現

状
や
状
況
等
を
把
握
し
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

※
他
に
地
元
産
材
の
利
用

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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籠1保育所の直営は維持し、民営

化はやめるべきである

は警民営化は行政改革に基づいて

実施する

盤

　
児
童
は

「適
切
に
養

育
さ
れ
る
…
」
と
い
う
「児
童

福
祉
法
」
に
照
ら
し
て
保

育
所
で
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
る
の
は
、
児
童

の

権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
異
常
、
重
大
事
態

で
あ

る
。
解
決
に
向
け
て
は
保

育
士
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
、　
一
般
的
賃
金
か
ら
‐０

万
円
低

い
と
言
わ
れ
る
賃

金
を
せ
め
て
５
万
円
引
上

げ
る
待
遇
改
善
を
求
め
る
。

加
え
て
、
市
が
進
め
る
平

成
３０
年
度
実
施
予
定
の
保

育
所
民
営
化
は
、
安
上
が

り
保
育
で
あ
り
絶
対
と
言

っ
て
い
い
程
、
ま
ち
が

っ

て
い
る
。
待
機
児
童
解
消

の
面
で
も
、
直
営
を
維
持

し
て
こ
そ
解
決

の
方
向
性

が
見
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、

民
営
化
は
止
め
る
べ
き
で

あ
る
。

跛

隆

保
育
士
不
足
解
決
の
た
め
、

公
立
、
私
立

一
体
と
な

っ

て
取
組
む
必
要
が
あ
り
公

立
で
は
忌
引
き
休
暇
の
新

規
導
入
と
市
独
自
の
加
算
、

私
立
保
育
園
に
は
、
１
園

あ
た
り
１
０
０
万
円
限
度

の
補
助
金
を
予
算
計
上
し

た
。
民
営
化
は
、
行
政
改

革
に
基
づ

い
て
実
施
す
る

も
の
で
、
民
間
で
で
き
る

も
の
は
民
間
で
と
い
う
考

え
だ
。
財
政
改
革

の

一
環

と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も

つ
な

が
る
と
考
え
る
。

議は
蝙
鱚
洟
摯
保
育
士
不
足

解
決
の
た
め
、
調
査
研
究

の
上
、
財
源
を
勘
案
し
、

検
討
す
る
。

就
学
援
助

・
入
学
準
備
金

彎

昨
年
１２
月
議
〈爾
続

き
、
３
月
遅
く
と
も
４
月

初
め
の
支
払

い
を
要
求
す

る

ｃ

一晰
蒟
蝙
鶯
屁
卜
炒
褪
爾

平

成

３０
年
度

の
新

１
年
生
か

ら
、
３
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
支
払
う
準
備
を
進
め

て

い
る
。

学
校
給
食
補
助

躙

学
校
給
食
缶
償ヽ
化

の

た
め
の
必
要
な
経
費
６
２

０
０
万
円
は
、
年
間
予
算

２
４
６
億
円
の

０
・
３

％
で
あ

り
、
積
立
金
３０
億
円
も
あ

り
絶
対
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
。

購
饉
燿
今
後
、
研
究
す
る
。

溝1百々谷産業廃棄物最終処分場

|よ どうなつた

は磯掘削調査の結果、問題なしの

報告を受け、今後は盛り土に

よる解決に向けて協議を行う

撃

　
百
々
谷
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
進
展
は
。

顆
唸
鰈
輻
饉
繭
醸
摯
昨
年

Ｈ
月
３０
日
及
び
１２
月
１
日

に
現
地
３
か
所
で
掘
削
調

査
を
行

い
、
組
成
分
析

の

結
果
、
３
地
点
と
も
少
量

の
木
片
が
確
認
さ
れ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
安
定
５
品
目

で
あ
り
問
題
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。
現
在
、

盛
り
土
に
よ
る
解
決
に
向

け
て
協
議
を
重
ね
て
い
る

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

質

百
々
谷
中
間
処
分
場

の
業
者
を
交
え
て
の
地
元

説
明
会

は
ど
う
な

っ
て
い

る
の
か
。

な
漑
曖
骰
一は
縁
一
３
月
Ｈ

日
に
業
者
主
催
で
住
民
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
市
整

工
ち
会

っ
て
い
な
い
が
、
概
要
は

県
か
ら
の
報
告
を
待

っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

熊
ヶ
畑
地
区
の
不
法
投
棄

鷺

　
熊

ヶ
畑
地
区
に
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
る
産
業
廃

棄
物
問
題
の
進
展
は
。

蛹
蠅
雉
懇
踪
鰈

市
長

の
要

望
活
動
と
現
地
確
認
の
結

果
、
２
月
２５
日
か
ら
現
地

の
水
質
調
査
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
及
び
埋
立
地
の
掘

削
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。
３
月
１０
日
に
市
環

境
課
職
員
も
掘
削
現
場
に

立
ち
入
り
を
行

っ
た
。
調

査
結
果
が
分
か
り
し
だ

い

県
か
ら
報
告
を
受
け
る
。

は
Ｍ
Ｍ
Ｍ
は

掘
削
調
査
は

３
地
点

の
土
の
組
成
分
析

を
行

っ
て
い
る
。

熊

ヶ
畑
最
終
処
分
場

胃

熊

ヶ
畑
最
終
処
分
場

の
平
成
２７
年
度

の
搬
入
量

及
び
残
容
量
は
ど
う
な

っ

て
い
る
の
か
。

継鱚
隕
蒟
鱚
鼈
鞭
先
日
、
県

か
ら
資
料

の
準
備
が
で
き

た
と
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

資
料
が
到
着
し
だ
い
報
告

す
る
。

輿

場
内

の
ガ
ス
抜
き
管
、

山
積
み
さ
れ
た
フ
レ
コ
ン

バ

ッ
ク
及
び
展
開
検
査

の

状
況
、
ま
た
新
た
に
掘

っ

て
い
る
水
質
検
査
井
戸
の

状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る

の
か
。

鼈
颯
涸
蛉
咸
嬢

県
に
確
認

し
て
報
告
す
る
。

薦

産
業
廃
棄
物
処
分
場

の
土
地

の
境
界
は
ど
う
な

っ
た

の
か
。

辣
靱
贔
隕
鶯
鶉
楼
欲

事
業
者

所
有
地
内
に
埋
設
し
て
い

る
水
道
管
の
件
を
含
め
、

関
係
者
と
水
道
局
に
お
い

て
事
務
協
議
を
重
ね
て
い

る
。
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嚇‖真に女性参画社会をめざして

いく考えがあるのか

鉤颯嘉麻市の未来は、女性にかか

つている

欄

女
性
議
員
の
比
率
が

高

い
地
方
議
会
ほ
ど
情
報

公
開
や
住
民
と
の
対
話
が

進
み
、
制
度
改
革
も
進
ん

で
い
る
。
未
だ
に
女
性

の

参
画
が
充
分
と
言
え
な
い

状
況
が
続
く
の
は
、
習
慣

・

慣
行
、
固
定
的
性
別
役
割

分
担
が
根
強
く
存
在
す
る

か
ら
だ
。
女
性
が
元
気
に

な
り
、
真
に
女
性
参
画
社

会
を
目
指
す
な
ら
ば
、
副

市
長
な
ど
の
要
職
に
つ
け

て
は
ど
う
か
。

諫
鰈
躙
鼈
陽

嘉
麻
市

の
未

来
は
、
女
性
に
か
か

っ
て

い
る
。
市
民
と
の
懇
談
の

場
で
も
提
言
を
し
て
い
る

が
、
女
性
議
員
不
在
は
、

大
変
残
念
だ
。
議
員
提
案

の
女
性
副
市
長
に
つ
い
て

は
、
今
後

の
検
討
課
題
と

す
る
。

人
権
教
育
に
部
落
問
題
を

欄

　
特
別
措
置
法
失
効
後
、

同
和
教
育
が
形
骸
化
さ
れ

て
い
る
。
部
落
差
別
解
消

推
進
法
第
５
条
に

「部
落

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に

必
要
な
教
育
及
び
啓
発
を

行
う
」
と
明
記
さ
れ
た
の

は
そ
の
た
め
だ
。
部
落
問

題
を
人
権
教
育

の
中
に
、

も
う

一
度
落
と
し
込
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

憮

瞑

鰈

颯

餃

鰈

学
校
教
育
は
、
人
権
同
和

教
育
を
大
き
な
柱
に
し
て

い
る
。
こ
の
法
律
は
、
学

校
現
場
の
先
生
が
差
別
を

見
抜
き
、
負
け
な
い
、
許

さ
な
い
と
い
っ
た
原
点
に

立
ち
返
る
点

で
大
き
な
意

義
が
あ
る
。

職
員
の
接
遇

鼈

職
員
の
接
遇
は
、
住

民
サ
ー
ビ

ス
が
原
点
で
あ

る
。
住
民
目
線
に
立

っ
た

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
制
度
は
確

立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

蜀
躙
鰈
蟷
財
赳
鰈

人
間
的

な
接
遇
は
非
常
に
重
要
だ
。

職
場
の
中
で
、
意
識
改
革

を
進
め
て
い
く
。

闘

他
市

で
は
、
職
員
の

窓
口
業
務
の
対
応
や
接
遇

の
あ
り
方
で
、
生
活
保
護

世
帯

へ
の
差
別
的
対
応
が

問
わ
れ
、
職
員
の
人
権
感

覚
や
人
権
意
識

の
欠
如
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

鰈
塚
鼈
颯
靱
陽
躙
蠅
魃
福

祉
事
務
所
で
は
、
人
権
意

識
を
高
め
、
職
員
の

一
言

が
、
相
手
方
に
不
快
感
、

不
信
感
を
与
え
な
い
た
め

に
も
、
人
権
研
修
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

騰l夜間中学校設置への取り組み

|よ

な機県の動向を確認し、近隣市田I

と情報を共有して取り組む

魃

義
務
教
育
を
終
了
で

き
な
か

っ
た
方

々
が
、
も

う

一
度
学
び
た
い
と
希
望

す
る
場
合
の
教
育
を
受
け

る
機
会
に
つ
い
て
担
当
課

の
考
え
は
。

鼈
輻
舅
躙
黎
骰
欲
鯰
餞

学

校
に
通
え
な
か

っ
た
方

々

は
、
憲
法
第
２６
条
に
定
め

ら
れ
て
い
る
、
教
育
を
受

け
る
権
利
を
奪
わ
れ
た
人

だ
と
考
え
、
教
育
を
受
け

る
機
会
を
提
供
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

輔

嘉
麻
市

の
未
就
学
者

の
実
態
は
。

鰈
儡
瞑
繹
濶
漑
聰

福
岡
県

内
に
は
６
５
４
３
人

の
未

就
学
者
が
お
ら
れ
、
本
市

に
は
１
５
３
人
が
居
住
さ

れ
て
い
る
。

轍

文
部
科
学
大
臣
の
国

会
答
弁
で
は
、
各
都
道
府

県
に
１
つ
の
夜
間
中
学
校

の
設
置
を
目
指
す
方
針
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
国
の

状
況
を
踏
ま
え
、
嘉
麻
市

で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

措
置
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

颯
餃
薇
鰺
颯
塚
隷

ま
ず
は
、

県
の
動
向
を
確
認
し
、
近

隣
市
町
と
情
報
を
共
有
し
、

検
討
し
て
い
く
。

が
ん
対
策
は

鼈

　
胃
が
ん
の
原
因
で
あ

る
ピ

ロ
リ
菌
を
持

つ
人
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
、
最

も
有
効
な
胃
が
ん
対
策
と

思
う
が
、
そ
の
助
成
実
施

の
考
え
は
。

薇
鰈
鰈
晰
晰
輻
躙

ピ

ロ
リ

菌

の
対
策
は
、
有
効
な
胃

が
ん
対
策
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、
胃
が
ん
の
リ
ス

ク
検
診
を
行

い
た
い
。

騰

　
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
検

診
と
中
学
生
を
対
象
に
し

た
ピ

ロ
リ
菌

の
検
査

・
除

菌
治
療

の
公
費
助
成

の
考

え
は
。

鼈
鰈
躙
躙
鉤
颯

胃
が
ん
の
リ

ス
ク
検
査
は
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い

く
。
中
学
生

へ
の
ピ

ロ
リ

菌
検
査
は
、
導
入
自
治
体

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

※
他
に
、
今
後
の
水
道
事

業
の
展
望
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
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